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12
年
か
ら
始
ま
っ

た
地
方
分
権
改
革
は
財

源
問
題
が
未
解
決
の
ま

ま
で
あ
る
。
地
方
分
権
の

行
き
着
く
先
は
地
域
分

権
で
あ
り
、
こ
の
地
域
分

権
の
方
策
を
本
村
の「
ま

ち
づ
く
り
」に
生
か
す
べ

き
で
あ
る
。

①
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

の
活
動
は
地
域
力
の

差
か
ら
不
均
等
で
あ

り
、
全
体
の
底
上
げ
を

は
か
る
意
味
で
地
域

間
競
争
を
煽
り
発
展
・

高
揚
に
つ
な
げ
る
考

え
は
。

②
地
域
か
ら
上
が
る
税

収
の
１
％
程
度
を
地

域
還
元
し
、
活
動
の
活

発
化
を
図
る
考
え
は
。

③
地
域
分
権
の
村
の
考

え
方
は
。

　
14
年
か
ら
ま
ち
づ

く
り
推
進
委
員
会
が
活

動
し
て
来
て
、
全
地
域
の

事
業
化
を
目
ざ
し
て
き

ま
し
た
。

①
今
で
は
地
域
間
競
争

ま
で
は
行
き
ま
せ
ん

が
、
新
た
な
取
り
組
み

と
や
る
気
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。

②
１
％
の
還
元
制
度
は

全
国
９
自
治
体
で
実

施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
村
の
場
合
の
還
元

率
は
０・１
％
で
す
が
、

今
後
も
制
度
を
充
実

さ
せ
全
体
の
底
上
げ

を
は
か
り
ま
す
。

③
ま
ち
づ
く
り
推
進
委

員
会
も
自
主
的
活
動

を
強
化
す
る
と
共
に
、

自
治
会
や
他
の
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
と
の

連
携
と
信
頼
関
係
が

重
要
で
、
そ
の
自
主
的

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

孤
独
死
防
止
の
見
守
り
を

　
孤
独
死
が
現
実
と

し
て
起
き
て
お
り
ま
す
。

人
生
の
最
期
を
誰
に
も

看
取
ら
れ
ず
に
逝
く
事

は
悲
し
い
事
実
で
す
。

　
全
村
に
光
フ
ァ
イ
バ

が
敷
設
さ
れ
た
事
で
、
こ

れ
を
活
用
し
て
独
居
老

人
宅
の
日
常
使
用
す
る

物
に
端
末
機
を
埋
め
込

ん
で
、
使
用
・
未
使
用
で

見
守
り
が
で
き
る
技
術

が
開
発
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
を
採
用
し
て
見
守

り
を
す
る
考
え
は
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
す
る

　
独
居
老
人
の
見
守

り
は
民
生
委
員
や
地
域

の
皆
さ
ん
の
活
動
が
大

切
で
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で

も「
お
げ
ん
き
見
守
り
シ

ス
テ
ム
」が
発
足
し
て
お

り
ま
す
が
、
I
C
T
の
技

術
は
日
進
月
歩
で
、
そ
れ

ら
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム

の
成
果
を
踏
ま
え
、
孤
独

死
防
止
の
手
段
と
し
て

検
討
し
ま
す
。

　
16
年
4
月
か
ら
施

設
の
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
、
以
降
数
々
の

施
設
の
指
定
管
理
を
さ

れ
業
務
委
託
後
7
年
が

経
過
し
再
指
定
さ
れ
た

施
設
も
あ
り
、
こ
の
制
度

の
目
的
で
あ
り
ま
す
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経

費
の
削
減
が
図
ら
れ
た
か

ど
う
か
以
下
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

①
制
度
導
入
後
の
利
用

状
況
は
。

②
管
理
指
定
後
の
課
題

は
あ
る
か
。

①
お
む
ね
横
ば
い
か

ら
微
増
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
が
大
震
災
の
影

響
で
前
年
度
の
利
用

人
数
を
下
回
っ
て
お
り

ま
す
。

②
指
定
管
理
の
委
託
期

間
と
指
定
管
理
委
託

料
の
剰
余
金
の
取
り
扱

い
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
　
今
年
度
末
に
指
定

管
理
の
委
託
期
間
が

満
了
を
迎
え
る
施
設

が
多
い
こ
と
か
ら「
公

の
施
設
の
指
定
管
理
制

度
導
入
に
関
す
る
基

本
的
な
考
え
方
」を
改

め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、「
指
定

管
理
の
委
託
期
間
」に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
原

則
３
年
で
あ
っ
た
も
の

を
原
則
5
年
に
す
る

と
と
も
に
、
今
後
の
存

続
に
つ
い
て
検
討
が
必

要
な
施
設
及
び
新
た
に

導
入
施
設
に
つ
い
て
は

３
年
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　
　
ま
た「
指
定
管
理
料

の
剰
余
金
」に
つ
い
て

は
各
施
設
の
種
類
、
管

理
の
実
態
及
び
自
主
事

業
へ
の
取
組
み
状
況
に

応
じ
剰
余
金
の
取
り

扱
い
を
定
め
る
こ
と
と

し
ま
す
。

　
耕
作
放
棄
地
の
解

消
と
取
組
み
状
況
及
び

対
策
は
。

　
耕
作
放
棄
地
の
増

加
は
地
域
の
景
観
を
そ
こ

ね
病
害
虫
な
ど
の
温
床
や

有
害
鳥
獣
の
隠
れ
場
所

と
な
る
な
ど
近
隣
の
農
作

物
へ
の
被
害
を
及
ぼ
し
、

ひ
い
て
は
そ
の
地
域
全
体

の
活
力
に
も
悪
影
響
を

与
え
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
と
し
て

は
村
担
当
課
と
合
同
で

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
取
り

組
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　
現
地
調
査
に
よ
り
発

見
し
た
耕
作
放
棄
地
な

ど
は
地
区
担
当
農
業
委

員
が
農
地
所
有
者
や
地

域
の
方
と
話
し
合
い
を
持

ち
農
地
の
流
動
化
を
進

め
る
と
と
も
に
関
係
者
、

農
業
委
員
が
一
緒
に
な
り

営
農
再
開
を
促
す
な
ど
、

き
め
細
か
な
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

問

問

問

問

答

答

答

答

税
収
の
１
％
を
地
域
還
元
し
て

　
　
　
　
　
活
動
の
活
発
化
を

指
定
管
理
者
制
度
の

　
　
　
　
　
実
態
と
課
題
は

地
域
の
自
主
的
活
動
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
き
出
す

制
度
導
入
に
関
す
る

　
　
基
本
的
な
考
え
を
改
め
る

川原　清議員

日向 清一議員

春緑クラブ

環境緑地保全地域の管理を

子育て支援と主婦の就業を

医療機関をもっと充実させて

市制に望むもの
若者が定住できる
街づくりを

吉田　耕一さん
　　　　（いずみ巣子）

和野  美香さん
　　　　　（大釜南）

根本　香織さん
　　　　　　　（大沢）

佐藤　康司さん
　　　　　　（室小路）

　国道4号線や282号線沿いの赤松や落
葉松を主体とした樹林地帯は、岩手県条
例により「環境緑地保全地域」に指定され
一定規模の伐採は事前に許可が必要であ
ると標札に書いてあります。
　誰が見ても樹木が過密で細く、樹高も
高く、国道側に傾斜している危険な木も
多数あり車で通る度に危険に感じている
のは私だけでしょうか。保全対象として
いるならば誰かが責任をもって維持・管
理してほしいです。

　私は、結婚を機に滝沢村に移り住み14
年になります。
　現在は、小学生の子供が二人おります
が、更なる子育て支援を今後の村政に期
待しています。子供が小さい時期よりも、
高校、大学進学時にかなりの費用が必要
となるので、こども手当てを給食費にあて
て高校生以上にも支援して頂けるような
制度を望みます。
　また、30～ 50代の子育て中の母親が働
く場が望まれますので、全体的にもっと主
婦の就業を受け入れて欲しいと思います。

  滝沢村に、土曜日の午後や夜間に子供達
が受診できる医療機関があればいいと思
います。
  現在、この時間に受診しようとすると、
盛岡市内まで行く事になり、行くだけでも
３０分程度かかります。
  調子が悪い時の受診は、親子共に肉体
的、精神的にもとても疲れます。
  これから冬に向けてインフルエンザも流
行すると思います。
  そういった面で、冬季間だけでも、時間
外受診できる医療機関が村内にできる事
を願っています。

　私は、結婚と同時に滝沢に住んで3年、
職場は、村内の自動車販売関係で働いて
います。念願の子どもが来年、5月出産の
予定です。
　村の広報で26年1月に滝沢村が市制に
移行することを知りました。
　市になることは、現在より様々なことが
出来ると思います。
　子どもたちが、より良い環境で育ち、若
者に働く場所が有り、定住できる滝沢に
期待しています。

住民のみなさんに聞きました。
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